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第１０回 三谷大和スポーツジム スパーリング大会 戦気杯 

２０１０年４月２９日  会場：アースメイト 

 

   

 

 快晴の４月２９日(祝)、千葉県八千代市村上のアースメイト駐車場に特設リングを設置し、『第１０回 

三谷大和スポーツジム スパーリング大会 戦気杯』が参加ジム数２１、試合数６２試合、で行われまし

た。 

 

開会式 

司会は、前回同様に日本ボクシングコミッションの専属アナウンサーである冨樫

光明さんのよく通る声で始まりました。 

 

１．開会の言葉 

スパーリング大会開会の挨拶に立った三谷大和スポーツジ

ム会長は、「心配していた天気も晴れ、よかったです。これも

関係者のみなさん、選手、お父さん、お母さん、の心が天に伝わったものと思いま

す。今日は日頃の成果を思いっきり、思う存分発揮して一生懸命やって勝ってくだ

さい。応援しています。頑張ってください」と述べました。 

 

２．来賓ご挨拶 

大会会場および特設リング設置に多大の協力をしている株式会社アースホーム

顧問の岡村勝輔さんは 

「みなさま、おはようございます。ただいま三谷会長からもありましたように、

昨日一昨日と雨で心配しましたが、今日はこのような晴れ間がでまして、ちょっと

風が強いですが、みなさんが戦うには丁度いい雰囲気ではないかと思います。日頃、

三谷会長を微力ながら応援しているものですが、私は若いころ剣道をやっておりま

して、剣道の動きとボクシングの動きというのはよく似ています。いま思い出すと

大学の時の先生は東西対抗で東の代表となった剣道７段の先生で、戦前の本当に厳しい稽古を続けた人

で、その先生が試合に対して言っていた言葉は、獅子は兎を捕まえるのにも全力を出す、と言っていた
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のですが、今の言葉でいえば、ライオンはウサギを捕まえるのにも全力を出す、ということで試合をす

るときに相手をなめてしまったり、相手は簡単な相手だな、と思うことは全く相手に失礼だ、自分の持

てる力を最大限に出して戦うことが相手に対する礼でもある。三谷会長はいつでもボクシングの技量も

そうですが、普段の礼節を守るとか、そういうことを厳しく言われています。私はそういうことに共感

して協力しているわけですが、みなさんも神聖なリングで戦っていただきたいと思います。よろしくお

願いします」と挨拶されました。 

 

 ３．新・参加ジムの紹介 

 スパーリング大会を重ねるごとにたくさんのジムが参加されていますが、今回

の「第１０回 三谷大和スポーツジム スパーリング大会」に新たに参加されたジ

ムとして「ワタナベボクシングジム」「やぶ久ボクシングジム」「チームピットブ

ル」「一力ボクシングジム」の４ジムが紹介されました。 

 

 ４．ルール説明 

 スパーリング大会ルール説明は、２００８年全日本ミニマム級新人王で現在日本ミニマム級９位の鬼

ヶ島竜選手が次のように行いました。 

「一般の部は１ラウンド１分３０秒の２ラウンドで行います。それ以外の部については１ラウンド１分

の２ラウンドで行います。採点については、そのラウンドごとに１０点法をもちいて行い、ダウンにつ

いてはマイナス１ポイントと考えています。ダウン

をとられてもその後に頑張れば挽回できますから

みなさん諦めずに頑張ってください。反則について

も厳しくとっていきますから、みなさん気をつけて

ください。あくまでも練習の一環ですから向上心を

持って、あまりけんか腰にならないように頑張って

ください。今回も前回と同じようにこの場所を借り

ての大会運営となっていますので、ゴミの処理や近

隣への御迷惑になるようなことはくれぐれもしないように気をつけてください。途中で判らないこと、

気になること、質問したいこと、がありましたら近くにいるスタッフ腕章をつけている人に聞いてくだ

さい。最後になりますが今日もすごく多くの試合が計画されていますので、大会の運営が速やかに行わ

れるようみなさんご協力お願いします。それでは本日頑張りましょう」 

 

 ５．選手宣誓 

 三谷大和スポーツジムの中学生練習生である梅津奨利選手

が「宣誓！ われわれ選手一同は、日頃の練習の成果を十分に

発揮し、スポーツマンシップにのっとり最後まで正々堂々と戦

い、この大会を世界チャンピオンになるためのひとつのステッ

プにすることを誓います。 平成２２年４月２９日、選手代表 

三谷大和会長スポーツジム 梅津奨利」と元気よく選手宣誓を行いました。 
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 ６．大会モラル説明 

 元東洋太平洋フェザー級チャンピオンでイマオカボクシングジムの今岡武雄

会長から「先ほど冨樫アナが話されたことと重複しますがモラル説明ということ

でひとことのべます。綺麗なお宅が周りに建っているのですがモデルハウスでは

ありません。実際に住まわれています。今日は祝日、休日ですか。みなさんも休

日には休まれたり、ゆっくりされたりしていると思います。このような大音量の

マイクを使い、大歓声でどうしてもうるさい、騒音の御迷惑をおかけしてしまう。

なるべくゴミですとか、今、右側にはロープが張ってありますがロープの向こうには行かないように、

迷惑をかけないようにしていただきたいとみなさんにお願いしておきます。前回の大会が終わったあと、

ここのリングを解体しました。このリングを解体するのに１時間半くらいから２時間くらいかかりまし

た。それで初めて気づいたんですけれど、リングを組み立てるのにはもっと時間がかかるんですね。そ

ういうみなさんの力があってこそ、今日の素晴らしい大会が開かれるという感謝の気持ちを持つという

ことをみなさんにもお願いします。簡単ではありますがモラル説明とします」との説明がありました。 

  

 ７．医師団 

前回同様に神奈川県相模原病院に勤務する中村医師と、三谷大和ジ

ムの涼子マネージャーの友人である奥田看護師が医師団として、大会

に参加された選手および応援者の安全を守るために本部テント内に

待機していました。中村医師は自らもボクシングを練習している健康

ボクサーです。 

 

 

 午前の部 一般の部 

 午前の部として一般の部が午前９時２０分より１２時までに３１試合が行われ、日頃の練習の成果を

発揮すべく熱戦が展開されました。 

 

中学卒業以上の方が一

般の部として登場し、１

ラウンド１分３０秒を２

ラウンド。全力で戦うた

め、息も切れ切れの選手

もいます。 
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一般の部 結果発表と表彰式 

  

努力賞は、チームピットブルジムより出場したウルマン・アレックス選手が

選ばれ記念の盾、賞状、マスコットグローブが贈られました。 

受賞したアレックス選手のひとこと 

 みんな、ありがとう。日本に来てボクシング楽しみ。食べ物の国、フランス

から来ました。２年前に来ました。ボクシングの練習を一生懸命しています。

プロになりたいので、プロテストを今年受けたいと思っています。 

 

  

優秀選手賞は、土橋ジムの高橋靖之選手が選ばれ、賞状、トロフィー、マスコ

ットグローブが贈られました。 

 受賞した高橋靖之選手のひとこと 

 今日はありがとうございました。今後の目標は全日本社会人選手権のライト

級で優勝したいです。 

 

 

 最優秀選手賞（ＭＶＰ）は、国際ジムの大高知幸選手が選ばれ、賞状、トロ

フィー、マスコットグローブが贈られました。 

 受賞した大高知幸選手のひとこと 

 今日はこのような機会を設けていただき、ありがとうございます。５月１２

日にプロテストがあるので、良いステップアップができました。どうもありが

とうございました。年齢は２１歳です。プロになったら１戦１戦、戦っていこ

うと思います。 
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 お昼休みとミニコンサート 

 １２時から１２時４０分までがお昼休み時間にあてられ、その間に「仲良しバンド」のみなさんによ

るミニコンサートが開かれました。 

 

 

 ちびっこボクシング教室 

 「昭和４６年会」主催の「ちびっこボクシング教室」が開かれました。参加希望の子どもたち２５名

がリングに上がり、フライ級元日本ランカーであり４６年会副会長でもある臼井知史さんが進行役とな

り、準備体操から始まり、ジャブの打ち方、ワンツーパンチの打ち方、ミット打ち、シャドウボクシン

グ、なわとび、などを手とり足とりで子どもたちに教えていました。 

 

 

 

 現役のＷＢＣ女子アトム級チャンピオンの青木ジムの小関

桃選手がリングに上がり、「みんな、楽しんでください」と挨

拶しました。 実技指導が始まると小さな女の子を相手にパン

チのレッスンをしています。女の子は初めての体験らしく最初

は戸惑っていましたが、小関選手の声かけで徐々に堅さもほぐ

れ楽しんでいました。 

 

 １週間前の４月２２日に行われた日本ライト級タイトルマッチで見事

に勝利し、新チャンピオンとなった八王子中屋ジムの荒川仁人選手も激

戦の傷跡を顔に残しながらリングに上がり、「みんな楽しんで、将来この

中からチャンピオンがでるように頑張ってください」と挨拶し、ワンツ

ーパンチ、シャドウボクシング、縄跳びの見本を実演し、ミット打ちで

も子どもたちを指導していました。 
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 ＷＢＡ世界ライト級１３位のヨネクラジムの嶋田雄大選手もリング

に上がり、ワンツーパンチのフォームやパンチの角度などを熱心に指

導し、縄跳びの見本も実演しました。 

 嶋田選手は「日本タイトルを返上して世界タイトル１本に絞って、

１回目はエドウィンバレロと、２回目は去年アフリカでモーゼスと世

界タイトルをやったのですけど負けました。３度目の正直を信じて頑

張っております。どうか注目していてください。きっとやってみせま

す。昭和４６年生まれの現役選手として年齢を重ねても出来るんだ、ということをみなさまに見せてい

きたいと思いますので、注目の程をよろしくお願いします」と挨拶されました。 

 

ちびっこボクシング教室の講師陣は４６年会のメンバーが中心になり、元Ａ級ボクサーの阿部さん、

元日本フライ級１位の伊藤さん、元日本フライ級１０位の臼井さん、現役ＷＢＡ世界ランカーの嶋田選

手、現役ＷＢＣ女子アトム級チャンピオンの小関桃選手、現役日本ライト級チャンピオンの荒川仁人選

手、という方々でした。３０分という短い時間でしたが、ボクシング教室に参加した子どもたちの口か

らは「楽しかった」という感想が聞かれ、ジュースをもらって午後の部に入って行きました。 

 

午後の部 女子の部 

女子の部は２試合が行われました。 

 

 優秀選手賞は、飯田覚士ボクシング塾ボックスファイジムの岡和美選手が選ばれ、

賞状とトロフィーを受賞しました。 

 岡和美選手のひとこと 

 次回はもうひとつ上の最優秀選手賞をねらいます。 

 

 

  

最優秀選手賞（ＭＶＰ）は、スマイルボクシングジムの伊藤亜矢子選手が選ばれ、

賞状とトロフィーを受賞しました。 

 伊藤亜矢子選手のひとこと 

 初出場初受賞でビックリしています。これからも、もっと練習頑張ります。今後

はジムがアマチュアなので、プロになるよりアマチュア大会の出場を考えます。 
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 スペシャル スパーリング 

 スペシャル・スパーリングが３試合組まれました。 

第１試合は、現日本ライト級チャンピオンの荒川仁人選手と中学１年生のレイスポーツジムの墨田選手 

第２試合は、現ＷＢＣ女子アトム級チャンピオンの小関桃選手と小学３年生の石川ジムの成田華選手 

第３試合は、現東洋太平洋ライトフライ級チャンピオンの家住勝彦選手と小学２年生の石川ジムの大垣

翔綺選手 

 

   

    

 ３人の現役チャンピオンとスパーリングができた子どもたちは楽しい思い出ができたことでしょう。 

 

 オヤジの部 

 

 オヤジの部は６試合が組まれました。６試合が終了したあと、例年

ですと「オヤジタイトルマッチ」が行われるのですが、３年間ベルト

を保持していた現チャンピオンの伊豆ボクシングジムの深沢正士選手

の一身上の都合によりチャンピオンベルトが返上されました。 

 深沢正士選手のひとこと 

ベルトを手放すのは未練がありますが３年間ありがとうございました。

今、５１歳ですが６０歳までは大丈夫と思いますので、また戻ってくるときは仲間に入れてください。 
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 中学生の部 

 中学生の部は、１０試合が行われました。アマチュアながら凄いフットワークと速いパンチを繰り出

す選手もおり、ＫＯも４試合でました。その中学生の部が始まる前に「オープニング スパーリング」と

して高校選抜フライ級準優勝の伊豆ボクシングジムの奈良楓也選手とＵ１５全国大会ＭＶＰの三谷大和

スポーツジムの小林光希選手の試合が組まれました。会場は今までの賑やかさから一転して２選手の動

きに静まり返りました。スピード、テクニックともに抜きんでた２選手でした。 

    

赤グラブは奈良楓也選手、青グラブは小林光希選手 

    

 

 

 中学生の部 結果発表と表彰式 

 優秀選手賞は、レイスポーツボクシングジムの坂本翔選手が選ばれ、賞状、トロ

フィー、記念品、後楽園ホール招待券を受賞しました。 

 坂本翔選手のひとこと 

 今日はライバルが来ていたので頑張りました。次回はもっといい試合をやりたい

です。将来の夢は世界チャンピオンです。今日は応援ありがとうございました。 

  

 最優秀選手賞（ＭＶＰ）は、伴流ボクシングジムの石井龍誠選手が選ばれ、賞状、

トロフィー、記念品、後楽園ホール招待券を受賞しました。 

 石井龍誠選手のひとこと 

 今後は６月のＵ１５大会決勝で優勝したいです。プロ入りもしたいです。次回も

出場しますので、これからも応援よろしくお願いします。 
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 小学生の部 

 小学生の部は１３試合が行われました。相手選手に打たれて途中で泣き出す子どももいましたが、自

分の持てる力を一生懸命出している姿が微笑ましく、観客席からは温かな眼差しと大きな声援が送られ

ていました。 

    

  小中学生の部 結果発表と表彰式 

    

努力賞は、石川ボクシングジムの成田華選手が選ばれ、賞状、記念の盾、後楽園

ホール招待券をもらいました。 

 成田華選手のひとこと 

 うれしい。次回も出たいです。ありがとうございました。 

 

 

 優秀選手賞は、エンジョイボクシングジムの細野蓮吾選手が選ばれ、賞状、ト

ロフィー、記念品、後楽園ホール招待券をもらいました。 

 細野蓮吾選手のひとこと 

 将来の夢は世界チャンピオンになることです。好きな選手は長谷川穂積選手で

す。次の試合も頑張ります。 

 

 

最優秀選手賞（ＭＶＰ）は、三谷大和ボクシングジムの梅津奨利選手が選ばれ、

賞状、トロフィー、記念品、後楽園ホール招待券をもらいました。 

 梅津奨利選手のひとこと 

 まずお兄ちゃんに受賞の報告をしたいです。次の秋の大会にも出たいです。将

来の夢は世界チャンピオンです。 
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 プレゼント 

 昭和４６年会賞として、内山高志チャンピオンが所属するワタナベボクシングジムから５月１７日の

ＷＢＡ世界スーパーフェザー級タイトルマッチ招待券２枚ずつをプレゼントしました。選考理由は今大

会では対戦相手が巧かったので悔し涙を流したが、頑張った２人の小学生選手の将来性と夢にたいして、

伊豆ボクシングジムの岩澤颯選手と石川ボクシングジムの成田蓮選手に贈られました。 

 ビータイト賞として、子どもたちの将来性にたいしてビータイトプロモーションの瀬端会長から、後

楽園ホールのペア招待券２枚ずつをエンジョイボクシングジムの大塚優良選手、細野創太選手、石川ボ

クシングジムの嵐田由汰選手、大垣翔綺選手、三谷大和スポーツジムの伊藤雅永選手、の５名の小学生

選手に贈られました。 

 また、昭和４６年会から、４月３０日の長谷川穂積選手、西岡利晃選手のＷＢＣ世界タイトルマッチ

ペア入場券２組が三谷大和会長とのジャンケンゲームで勝ちぬいた２人に贈られました。 

 

 閉会式 

１、大会評価（レイスポーツボクシングジムの佐藤達雄会長） 

 レイスポーツジムの佐藤です。こんにちは。１０回目を迎えました三谷大和ス

パーリング大会、参加ジム数２１、総試合数６２試合、本当に激闘・熱戦、感動

いたしました。回を重ねるたびにレベルが上がっているのを実感し嬉しく思いま

す。そしてなりより評価したいのは、参加している選手のちびっこから大人まで

みなさんが元気に、またマナーよく挨拶をし、相手の選手を思いやったりする気

持ちが伝わってきています。この大会から将来、日本チャンピオン、世界チャン

ピオンをみんなで創っていこうぜー！ 最後になりましたが、主催の三谷大和ジ

ムの選手、関係者のみなさん、また本当にお疲れ様でした。 

 

２、閉会の言葉（イマオカボクシングジムの今岡武雄会長） 

 お疲れ様です。戦気杯、思い起こせば、もう１０回目なんですね。野外にな

ってから３回目で、どんどん盛会になっていく大会に非常に嬉しく思っていま

す。先日、試合会場に選手を連れていった時に選手たちの会話が耳に届いたこ

とをみなさんにお話ししようと思うんですけれど、選手同士で「三谷大和スパ

ーリング大会で会ったよね」って話しているんですね。デビュー戦同士の赤コ

ーナーの選手だったので対戦する相手ではないのですが、「会ったよね」と他の

ジム同士の選手ですが、戦気杯を通して戦友が出来ている。みなさんも同じジ

ム同士ではなくて対戦した相手、集まった仲間、みなさんチームですから、こういう場を、輪をどんど

ん拡げていただきたいと思います。このような素晴らしい大会がまた開催されることを心よりお祈りし

ております。本日はお疲れ様でした。ありがとうございます。 

 

３、三谷大和会長の言葉 

 みなさん、どうもお疲れ様でした。長い間スタッフのみなさん、４６年会のみなさん、そして父兄の

みなさま、ありがとうございました。第１０回を迎えて、これからもっと頑張っていかなけりゃいけな
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いと思っています。ちょっと僕の個人的な思いなんですけれ

ど、どうですか冨樫リングアナウンサー。最高だと思いませ

んか？ 実は野外大会になってリングアナウンサーを彼にや

ってもらっているのですが、僕は日本一、世界一だと思って

います。みなさん、彼の声をこれからももっと聞きたいとは

思わないですか？ もし彼が辞めると言ったらどうします？ 

泣いちゃいますよねー。辞めて欲しくない人、手を挙げてく

ださい。みんな、そうですよねー。明日の世界戦、彼がやり

ます。長谷川穂積が彼を指名しています。それぐらい彼は世

界一、長谷川穂積も世界一と認めています。いろいろなことがあって彼は今、悩んでいます。だけど、

みなさんの今の手を挙げ、拍手をくれたものは彼の心に響いていると思います。辞めないで欲しいです。

お願いします。ありがとうございました。（凄い拍手） 

 

 

閉会式後にリングに上がったちびっこボクサーたち 

 

参加ジム 

三迫ボクシングジム／イマオカボクシングジム／石川ボクシングジム／レイスポーツボクシングジム／

国際ボクシングジム／エンジョイボクシングジム／戸高ボクシングジム／土橋ボクシングジム／Ｅ＆Ｊ

カシアス内藤ボクシングジム／伴流ボクシングジム／伊豆ボクシングジム／スマイルボクシングジム／

白井ボクシングジム／中央林間ボクシングスタジオ／寿美礼ボクシングジム／エイチズスタイルボクシ

ングジム／飯田覚士ボクシング塾「ボックスファイ」／ワタナベボクシングジム／やぶ久ボクシングジ

ム／チームピットブル／一力ボクシングジム／ 順不同 

 

 閉会式後、司会をしていた冨樫さんが野外リング解体と駐車場清掃を呼びかけたところ、たくさんの

方が積極的に参加してくれました。リングを解体することで逆にリングを組み立てる際の大変さが理解

できます。リングの組み立てもボランティアで行っています。参加者一人ひとりがスパーリング大会を

創り上げていくなかからスポーツとしてのボクシングを楽しんでいきましょう。 


